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1. 背景および目的 

軽量かつ耐疲労性に優れた床版として，図-1 のよう

な球状黒鉛鋳鉄(FCD)を用いた道路橋床版(以下，鋳鉄

床版)が開発されている 1)．鋳鉄床版は製作上の制約も

あり，パネル状の鋳鉄床版モジュールと主桁間の接合

部は高力ボルト摩擦接合にて支持部材を介して連結さ

れる．また，合成桁の床版取替えに使用されることも

想定しているため，鋳鉄床版-主桁間における合成効果

も期待されている．しかし，支持部材と連結する鋳鉄

床版の接合部(リブ)には抜き勾配(約 1°のテーパー)が

存在し，すべり耐力の低下が懸念される．そのため，

鋳鉄床版-主桁間におけるすべり係数が重要となる． 

鋳鉄床版-主桁間における支持部材の形状は，L 型の

形状をした支持部材(以降 L 部材)と，鋳造により作成

した T 型の支持部材(以降 T 部材)の 2 種類が存在する．

既往研究 2)では L部材を支持部材に用いた鋳鉄床版-主

桁間の接合部におけるすべり係数および合成効果の検

討を行ったが，T 部材を用いた鋳鉄床版-主桁間におけ

る接合部のすべり挙動はいまだ検討されていない．本

研究では T 部材を用いた鋳鉄床版-主桁間における接

合部のすべり係数の検討を行うため，水平載荷試験を

行った． 

 

2．試験体および計測項目 

 図-2 に水平載荷試験の試験概要を示す．試験体は鋳

鉄床版側面から水平ジャッキにより載荷した．表-1 に

設計耐力，図-3 に試験体の側面図，図-4 に T 部材の

形状を示す．鋳鉄床版と支持部材間および支持部材と

主桁間の接合面処理はブラスト処理を行った無機ジン

ク塗装面とした．鋳鉄床版-支持部材間は連結板を介し

て，支持部材-主桁間はフィラープレートを介して高力

ボルト摩擦接合により接合している．高力ボルトはひ

ずみ管理により，F10T(M22)の標準ボルト軸力を目標

に締付けを行った． 

 

図-1 鋳鉄床版モジュール 

 
図-2 鋳鉄床版-主桁間の水平載荷試験概要 

 

 

 

 

 

図-3 試験体の側面図および相対変位計測ヵ所 
 

 

 

 

 

 
図-4 T 部材の概要(単位:mm) 

 

表-1 試験体の設計耐力 
 
 
 
 
 

計測項目は水平ジャッキの荷重および水平変位と，

鋳鉄床版-主桁間におけるすべり挙動を検討するため，

鋳鉄床版-支持部材間，支持部材-フィラープレート間，

フィラープレート-主桁(H 鋼上フランジ)間にクリップ

変位計を設置し，載荷軸方向の相対変位を測定した． 
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3.試験結果 

3.1 荷重-変位関係および荷重-相対変位関係 

 載荷は表-1 に示す設計すべり荷重を目標に行った．

試験の結果，すべりは載荷点に最も近い接合部 A で生

じ，接合部 B では相対変位が増加していなかった．荷

重-変位関係を図-5(a)に，計測箇所の中で最も相対変

位が大きかった位置(図-3 星印)の荷重-相対変位関係

を図-5(b)に示す．すべり荷重は文献 4)を参考に，図-

3に示す計測位置が 0.2mm に達した時点での荷重と定

義した．すべり荷重およびすべり係数𝜇ଵを表-2 に示す．

すべり係数𝜇ଵは式(1)より算出した． 

ここで，𝜇ଵ：すべり係数，𝑃：すべり荷重(kN)，𝑛：鋳

鉄床版-支持部材間のボルト本数，𝑚：接合面数，𝑁：

試験前ボルト軸力(kN) 

既往研究 4)により，テーパーを有する鋳鉄部材を母

材に用いたすべり試験では，テーパーが無い場合に比

べてすべり係数が 18%低減すること，鋳鉄床版に生じ

た弾性変形の影響を考慮せず各接合部の荷重分担率を

均等と仮定して算出したことにより，𝜇ଵは小さかった

と考えられる． 

3.2 各接合部における水平荷重分担率の検討 

 すべりが生じた接合部における水平荷重の分担率を

解析により検討した．解析は ABAQUS/Standard2018 を

用いて梁要素で行った．梁解析のモデルを図-6 に示す．

断面は鋳鉄床版を T 型断面，接合部を矩形断面と仮定

し，鋳鉄床版の幅は有効幅とした．部材断面を図-7 に

示す．鋳鉄床版と各接合部の端点を結合し，各接合部

の拘束条件は完全固定とした状態で弾性解析を行い，

各接合部に生じた断面力(軸力及びせん断力)を求め，

求めた断面力から各接合部における水平荷重の分担率

を検討した．検討結果を表-3 に示し，水平荷重分担率

を考慮したすべり係数𝜇ଶを表-2 に示す．すべり係数𝜇ଶ

は式(2)より算出し，0.35 を得た． 

𝜇ଶ ൌ
𝑃接合部

𝑛 ൈ 𝑚 ൈ 𝑁
ൌ
757 ൈ 0.368
2 ൈ 2 ൈ 201

ൌ 0.35 式(2)

 ここで，𝜇ଶ：すべり係数，𝑃接合部：すべり荷重時に

接合部 A に生じていた水平荷重(kN)，𝑛：接合部 A に

おける鋳鉄床版-支持部材間のボルト本数，𝑚：接合面

数，𝑁：試験前ボルト軸力(kN) 

 

4. 結論  

T 部材を用いた鋳鉄床版-主桁間の接合構造を模し

た試験体に水平載荷試験を行い，各接合部の荷重分担

率を考慮してすべり係数を算出した結果，0.35 を得た． 

今後は，作用曲げモーメントも考慮した水平荷重分

担率を検討し，テーパーを有する接合部のすべり係数

を検討した後，鋳鉄床版モジュールおよび主桁接合部

のすべり係数を同定する予定である． 

 

図-5 水平載荷試験の試験結果  

 

 

 

 

図-6 梁要素の解析モデル(単位：mm) 

 
 
 
 
 

図-7 鋳鉄床版および接合部の断面(単位:mm) 

表-2 試験体のすべり荷重とすべり係数 

 
 
 
 
 

表-3 各接合部の水平荷重分担率(%) 
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